
​コクヨグループ環境方針​

​健全な地球環境は、「働く」「学ぶ・暮らす」上で不可欠な基盤です。​
​コクヨグループは、気候変動、資源枯渇、生物多様性損失や汚染などの地球環境問題を全​
​世界共通の永続的課題と認識し、事業活動に関わるさまざまな人々の英知を結集すること​
​で、率先して課題解決のための行動を起こします。​

​■環境課題​
​１．気候危機への対応​
​　　脱炭素社会の実現に向け、再生可能エネルギーの100%利用、効率的なエネルギーの​
​　使用、環境保全活動によるCO2吸収に努め、サプライチェーン全体で温室効果ガス排出​
​　量のネットゼロに取り組みます。​

​２．循環型社会への貢献​
​　　循環型経済の進展に向け、省資源の徹底および廃棄物のリサイクル率向上、ライフサ​
​　イクルの各領域において資源循環に配慮した商品・サービスの開発、個々人にあった捨​
​　てないライフスタイルの提案を通じ、サプライチェーン全体で捨てない社会の実現に取​
​　り組みます。​

​３．自然共生社会への貢献​
​　　生物多様性を含めた自然資本の回復に向け、森林由来の資材の調達に関して合法性・​
​　透明性・持続可能性へ配慮するとともに、有害化学物質の削減、資源生産性の向上や水​
​　資源の効率的利用により、サプライチェーン全体で生態系に及ぼす環境影響の最小化に​
​　取り組みます。​

​４．法順守と汚染の予防​
​　　各国・各地域の環境関連法規はもとより、当社が同意した業界等の指針、ステークホ​
​　ルダーの要請やグローバルなイニシアチブへの賛同によって求められる基準を順守する​
​　とともに、大気・水・土壌への汚染の予防に努めます。​

​■仕組み・取り組み​
​５．創造と創意工夫の発揮​
​　　環境に配慮した製品・サービスの提案活動を推進するとともに、より環境性能を高め​
​　る技術の探究、ワークスタイルやライフスタイルに関する事業活動を創造的なアイデア​
​　をもって運営することにより、地域や社会の環境課題解決に貢献します。​

​６．共感・協働・共創の拡張​
​　　積極的に環境情報を開示し、お客様・社外の皆様とのコミュニケーションを図るとと​
​　もに、グローバルなイニシアチブへの賛同、業界団体や事業を取り巻くさまざまなステ​
​　ークホルダーとの協力関係を強化することにより、環境保全活動の輪を拡げます。​

​７．管理・仕組みの強靭化​
​　　環境に対し有益な影響を創出し続けるために、方針や目標を定め、環境パフォーマン​
​　スの向上に努めるとともに、ナレッジの蓄積や応用、啓発・教育活動を通じた人材育成​
​　を推進することにより、環境マネジメントシステムの継続的改善を図ります。​
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